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おける手術中のタブレット端末活用．日本脳神経外科学会第 73 回学術総会；2014 Oct 9-11；東京． 
103) 原田 淳，西嶌美知春，高沢弘樹，新井政幸，小出謙一郎，黒田 敏．血管性胸郭出口症候群における臨床症状と
補助検査所見に関する考察．日本脳神経外科学会第 73 回学術総会；2014 Oct 9-11；東京． 
104) 山本修輔，桑山直也，高 正圭，柏﨑大奈，秋岡直樹，松村内久，黒田 敏．頸部内頸動脈瘤に対する集学的治療．
日本脳神経外科学会第 73 回学術総会；2014 Oct 9-11；東京． 
105) 桑山直也．「指定発言」Japan Carotid Atherosclerosis Study．日本脳神経外科学会第 73 回学術総会；2014 Oct 9-11；
東京． 
106) 黒田 敏．脳梗塞をターゲットとした自己骨髄間質細胞の定位移植治療．第 26 回日本脳循環代謝学会総会；2014 Nov 
21-22；岡山． 
107) 旭 雄士，柏﨑大奈，米山達也，野口 京，黒田 敏．123I-ioflupane SPECT と心筋 MIBG の併用によるパーキンソ
ン病類縁疾患の鑑別．第 26 回日本脳循環代謝学会総会；2014 Nov 21-22；岡山． 
108) 桑山直也，坂井信幸，坂井千秋，秋岡直樹，柏﨑大奈，黒田 敏．硬膜動静脈瘻に対する Onyx 治療の医師主導治
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験‐中間報告－．第 30 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2014 Dec 4-6；横浜． 
109) 髙 正圭*，高岩亜輝子，桑山直也，秋岡直樹，柏﨑大奈，黒田 敏．女性における頚動脈狭窄症の認知機能と血行
再建術後の変化．第 30 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2014 Dec 4-6；横浜． 
110) 高岩亜輝子，桑山直也，秋岡直樹，柏﨑大奈，黒田 敏．頚動脈ステント留置術において脳保護方法の違いが認知
機能に与える影響．第 30 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2014 Dec 4-6；横浜． 
111) 岡本宗司，久保道也，堀恵美子，柴田 孝，梅村公子，堀江幸男，桑山直也，黒田 敏．頸動脈狭窄症患者におけ
る耐糖能異常（IGT）合併に関する検討．第 30 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2014 Dec 4-6；横
浜． 
112) 秋岡直樹，桑山直也，柏﨑大奈，黒田 敏．当院における脳動脈瘤 VRD 併用塞栓術‐他の neck remodeling technique
との使い分け．第 30 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2014 Dec 4-6；横浜． 
113) 久保道也，桑山直也，岡本宗司，堀恵美子，柴田 孝，梅村公子，堀江幸男，黒田 敏．深部静脈還流障害におけ
る静脈側副血行 急性閉塞と慢性機能的閉塞における違い－硬膜動静脈瘻／静脈洞血栓症例の検討－．第 30 回 NPO
法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2014 Dec 4-6；横浜． 
114) 柏﨑大奈，桑山直也，秋岡直樹，黒田 敏．ステント併用コイル塞栓術導入前後における周術期虚血性および出血
性合併症の変遷．第 30 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2014 Dec 4-6；横浜． 
115) 桑山直也，秋岡直樹，柏﨑大奈，久保道也，黒田 敏．硬膜動静脈瘻に対する経静脈的塞栓術（TVE）の極意．第
30 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2014 Dec 4-6；横浜． 
116) 桑山直也．「ティーチングセミナー」硬膜動静脈瘻（d-AVF）どう読み，どう治すか？．第 30 回 NPO 法人日本脳神
経血管内治療学会学術総会；2014 Dec 4-6；横浜． 
117) 久保道也，桑山直也，岡本宗司，堀恵美子，柴田 孝，梅村公子，堀江幸男，黒田 敏．硬膜動静脈瘻に対する経
静脈的塞栓術 「見えざるルート」経由アプローチのポイントとピットフォール．第 30 回 NPO 法人日本脳神経血
管内治療学会学術総会；2014 Dec 4-6；横浜． 
118) 秋岡直樹，柏﨑大奈，桑山直也，野口 京，黒田 敏．横‐S 状静脈胴部硬膜動静脈瘻における静脈欝滞の定量評
価 SWI による検討．第 30 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2014 Dec 4-6；横浜． 
119) 壷井祥史，津村貢太朗，成清道久，長山剛太，永尾征弥，神林智作，桑山直也．急性期脳主幹動脈閉塞に対する Penumbra 
system の治療成績．第 30 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2014 Dec 4-6；横浜． 
120) 成清道久，津村貢太朗，永尾征弥，長山剛太，壷井祥史，神林智作，桑山直也．血管内治療と可逆性脳血管攣縮症
候群が疑われた 4 症例についての臨床検討．第 30 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2014 Dec 4-6；
横浜． 
121) 永尾征弥，津村貢太朗，成清道久，長山剛太，壷井祥史，神林智作，桑山直也．大動脈解離術後に脳梗塞を合併し
残存解離病変に対してステント治療を行った 2 例．第 30 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2014 Dec 
4-6；横浜． 
122) 長山剛太，津村貢太朗，成清道久，永尾征弥，壷井祥史，神林智作，桑山直也．静脈洞血栓症に対し Penumbra system
を用いて急性期血行再建を施行した 2 症例．第 30 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2014 Dec 4-6；
横浜． 
123) 瀬川莉恵子，柏﨑大奈，秋岡直樹，桑山直也，黒田 敏．ステント併用コイル塞栓術で治療した後大脳動脈 P2 部紡
錐状動脈瘤の 1 例．第 30 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2014 Dec 4-6；横浜． 
124) 富田隆浩，永井正一，高 正圭，黒田 敏．後頭蓋窩開頭術での髄液漏予防‐解剖構造の復元を意識した開創‐．
第 19 回関西脳神経外科手術研究会；2014 Dec 20；大阪． 
 
◆ その他 
1)  桑山直也．「教育講演」血管内治療．第 2 回 TOM ぶり街道カンファランス；2014 Mar 22；名古屋． 
2)  黒田 敏．「特別講演」もやもや病‐最近の話題．第 2 回 TOM ぶり街道カンファランス；2014 Mar 22；名古屋． 
3)  富田隆浩．髄膜腫．第 2 回 TOM ぶり街道カンファランス；2014 Mar 22；名古屋． 
4)  旭 雄士．深部脳刺激療法．第 2 回 TOM ぶり街道カンファランス；2014 Mar 22；名古屋． 
5)  秋岡直樹．硬膜動静脈瘻．第 2 回 TOM ぶり街道カンファランス；2014 Mar 22；名古屋． 
6)  柏﨑大奈．脳動脈瘤の破裂因子．第 2 回 TOM ぶり街道カンファランス；2014 Mar 22；名古屋． 
7)  白石啓太朗．頚動脈狭窄症．第 2 回 TOM ぶり街道カンファランス；2014 Mar 22；名古屋． 
8)  桑山直也．これだけは知っておきたい脳血管内治療．富山県脳卒中地域連携学術講演会；2014 Mar 10；富山． 
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9)  旭 雄士，柏崎大奈，松村内久，高 正圭，黒田 敏．バクロフェン髄注療法から離脱できたくも膜下出血後痙縮
患者の 1 例．第 90 回富山県脳神経外科医会；2014 Apr 23；富山． 
10)  岡本宗司，久保道也，堀恵美子，柴田 孝，梅村公子，堀江幸男，桑山直也，黒田 敏．CAS 施行後に症候性再狭
窄を繰り返した頚部内頚動脈狭窄症の 1 例．第 17 回千里浜脳循環代謝カンファレンス；2014 May 24；金沢． 
11)  旭 雄士．頚部ジストニアに対するハンガー反射の臨床応用について．第 2 回ニューロモデュレーション療法研究
会学術講演会；2014 Jun 6；松山． 
12)  黒田 敏．内頚動脈狭窄症と TIA・脳梗塞．京都脳神経外科医会学術講演会；2014 Jun 14；京都． 
13)  旭 雄士．パーキンソン病に対する手術（DBS）とリハビリテーション〜当科におけるニューロモデュレーション
治療〜．平成 26 年度富山県理学療法士会研修会；2014 Jun 15；富山． 
14)  秋岡直樹．硬膜 dAVF の治療前後における SWI の意義．第 5 回 Mab の会；2014 Jun 21；盛岡． 
15)  旭 雄士．脊髄刺激療法が奏功した脊椎術後疼痛の 2 症例．富山脊髄刺激療法セミナー；2014 Jul 9；富山． 
16)  秋岡直樹．外傷性頚部頚動脈瘤のステントグラフト困難例．第 16 回脳教カンファレンス；2014 Jul 26；京都． 
17)  秋岡直樹，柏﨑大奈，桑山直也．当院での Balloon Assist / VRD Assist の使い分け．Enterprise ミーティング 2014；2014 
Aug 8；三重． 
18)  黒田 敏．頚部頚動脈狭窄症の脳循環代謝－どのように評価して治療に役立てるか？．第30回Brain Function Imagung 
Conference；2014 Sep 20；神戸． 
19)  桑山直也．「特別講演」脳血管内治療の最前線．第 30 回神経疾患をまなぶ会；2014 Oct 6；富山． 
20)  柏﨑大奈．症候性内頚動脈狭窄症の発生機序‐MRI, SPECT による研究．第 30 回神経疾患をまなぶ会；2014 Oct 6；
富山． 
21)  桑山直也．硬膜動静脈瘻の不思議．房総脳神経外科懇話会；2014 Oct 31；木更津． 
22)  岡本宗司，久保道也，堀恵美子，柴田 孝，梅村公子，堀江幸男，桑山直也，黒田 敏．椎骨動脈狭窄が発症に関
与したと思われる椎骨脳底動脈解離性動脈瘤破裂の 1 例．第 92 回富山県脳神経外科医会；2014 Nov 12；富山． 
23)  秋岡直樹，柏﨑大奈，桑山直也，黒田 敏．当院における脳血管内治療－脳動脈瘤と硬膜動静脈瘻を中心に－．第
6 回福井 IVNR 勉強会；2014 Nov 28；福井． 
24)  桑山直也．Carotid Artery Stenting 抗血小板療法と全身管理．東信脳卒中懇話会；2014 Nov 28；軽井沢． 
25)  桑山直也．「特別講演」血行再建術における抗血小板療法と内科医が知るべき CAS の pitfall．第 6 回 Stroke Hope & 
Vision Conference；2014 Dec 2；福岡． 
26)  旭 雄士，佐藤未知，梶本裕之，inventor；国立大学法人富山大学，国立大学法人電気通信大学，assingnee．装具．
特許第 5552844 号．2014 Jul 16． 
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